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「2024JR総連春闘勝利‼総決起集会」開催！

　
Ｊ
Ｒ
総
連
は
２
月
１９
日
、「
２
０
２
４
Ｊ
Ｒ
総
連
春
闘
勝
利
‼

総
決
起
集
会
」
を
目
黒
さ
つ
き
ビ
ル
で
開
催
し
、
会
場
と
リ
モ
ー

ト
合
わ
せ
て
１
５
０
名
を
超
え
る
組
合
員
が
結
集
し
ま
し
た
。

　

山
口
委
員
長
は
挨
拶
で
、「
山
場
に
向
け
て
、
第
一
先
行
組
合

で
あ
る
鉄
道
５
単
組
が
要
求
満
額
獲
得
ま
で
粘
り
強
い
交
渉
を
お

願
い
し
、
翌
週
か
ら
始
ま
る
５
連
協
、
そ
れ
以
降
の
労
連
春
闘
に

成
果
を
波
及
さ
せ
て
い
こ
う
。

　

経
済
界
や
政
治
は
『
賃
上
げ
ム
ー
ド
』
一
色
で
あ
る
。
し
か
し

本
当
に
私
た
ち
の
生
活
向
上
に
つ
な
が
る
の
か
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
私
た
ち
が
掲
げ
る
賃
上
げ
要
求
『
ベ
ア
一
律
１
２
，

０
０
０
円
』
は
、
経
営
側
の
意
思
と
は
違
い
、
連
合
や
交
運
労
協

の
方
針
を
踏
ま
え
、
物
価
上
昇
、
生
活
向
上
分
を
加
味
し
た
要
求

で
あ
る
。
賃
金
は
、
組
合
員
の
現
実
を
し
っ
か
り
と
掴
ん
で
、
組

合
員
と
と
も
に
『
た
た
か
い
取
る
も
の
』、
そ
の
た
た
か
い
を
支

え
る
の
は
『
連
帯
・
共
闘
』
だ
と
い
う
原
点
を
ハ
ッ
キ
リ
さ
せ
よ

う
。

　

Ｊ
Ｒ
総
連
の
旗
の
も
と
に
結
集
し
、
組
織
拡
大
・
強
化
を
実

現
す
る
た
め
に
も
、
こ
の
総
決
起
集
会
で
の
意
思
統
一
を
も
と

に
、
Ｊ
Ｒ
総
連
各
単
組
・
労
連
が
し
っ
か
り
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
、

２
０
２
４
Ｊ
Ｒ
総
連
春
闘
を
た
た
か
い
抜
こ
う
！
」
と
訴
え
ま
し

た
。

　

各
単
組
・
労
連
代
表
か
ら
は
、
統
一
ベ
ア
要
求
１
２
，０
０
０

円
満
額
獲
得
に
む
け
た
力
強
い
決
意
表
明
が
さ
れ
、
鉄
道
５
単
組

か
ら
５
連
協
、
そ
し
て
労
連
春
闘
へ
と
波
及
効
果
を
つ
く
り
出
す

決
意
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
集
会
の
ま
と
め
及
び
ア
ピ
ー
ル
で

は
、
職
場
か
ら
さ
ら
な
る
「
連
帯
・
共
闘
」
を
つ
く
り
出
し
、
一

切
の
組
織
破
壊
を
跳
ね
退
け
、
組
織
の
強
化
・
拡
大
を
実
現
！

２
０
２
４
Ｊ
Ｒ
総
連
春
闘
勝
利
に
む
け
て
、
８
単
組
・
地
協
・
労

連
が
Ｊ
Ｒ
総
連
の
旗
の
下
、
た
た
か
う
意
思
統
一
を
は
か
り
ま
し

た
！
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２
月
２３
日
、
札

幌
市
内
に
て
Ｊ
Ｒ

総
連
北
海
道
地
協
、

Ｊ
Ｒ
北
海
道
労
連
、

Ｊ
Ｒ
貨
物
労
連
北

海
道
地
協
共
催
の

も
と
「
合
同
春
季

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
総
連
北

海
道
地
協
・
中

川
議
長
か
ら
、

「
２
０
２
４
Ｊ
Ｒ

総
連
春
闘
を
統
一

要
求
・
統
一
闘
争

の
も
と
地
協
・
労
連
の
仲
間
と
と
も
に
た
た
か

い
抜
く
。
２
年
が
経
っ
た
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ

ナ
戦
争
や
パ
レ
ス
チ
ナ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
戦
争
で

民
衆
の
犠
牲
が
後
を
絶
っ
て
い
な
い
。
一
切
の

戦
争
政
策
に
反
対
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
総
連
・
山
口
執
行
委
員
長
か
ら
、

能
登
半
島
地
震
に
お
け
る
組
合
員
の
被
災
状
況
、

２
０
２
４
Ｊ
Ｒ
総
連
春
闘
（
ベ
ア
要
求
「
一
律

１
２
，０
０
０
円
」
の
要
求
根
拠
、
経
営
側
の

問
題
意
識
、
産
業
間
格
差
の
問
題
、
統
一
要

求
・
統
一
闘
争
の
必
要
性
）、
Ｊ
Ｒ
サ
ー
ビ
ッ

ク
労
働
組
合
を
め
ぐ
る
現
状
に
つ
い
て
提
起
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
労
組
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
労

組
北
海
道
地
本
、
日
本
フ
レ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
労

働
組
合
北
海
道
支
部
、
ジ
ェ
イ
・
ア
ー
ル
貨
物

北
海
道
物
流
労
働
組
合
、
ジ
ェ
イ
・
ア
ー
ル
運

輸
サ
ポ
ー
ト
労
働
組
合
、
北
海
道
ク
リ
ー
ン

シ
ス
テ
ム
労
働
組
合
か
ら
の
決
意
表
明
を
受
け
、

集
会
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
終
了
し
ま
し
た
。

北海道地協、JR北海道労連、JR貨物労連北海道地協共催「合同春季セミナー」

　
Ｊ
Ｒ
総
連
東
北
地
協
は
３
月
４
日
、
盛
岡
こ

ぶ
し
会
館
に
て
「
２
０
２
４
春
闘
学
習
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

佐
々
木
議
長
か
ら
は
、
２４
春
闘
を
取
り
巻
く

情
勢
を
踏
ま
え
た
上
で
、「『
統
一
要
求
・
統
一

闘
争
』
に
こ
だ
わ
っ
て
、
２
０
２
４
Ｊ
Ｒ
総
連

春
闘
を
職
場
か
ら
た
た
か
い
抜
こ
う
。
さ
ら
に
、

安
全
問
題
や
組
織
問
題
に
つ
い
て
働
く
者
の
立

場
で
声
を
あ
げ
、
労
働
組
合
の
存
在
意
義
を
示

し
、
組
織
の
強
化
・
拡
大
を
勝
ち
取
ろ
う
」
と

挨
拶
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
習
会
で
は
、
Ｊ
Ｒ
総
連
・
熊
谷
書
記
長
か

ら
、
能
登
半
島
地
震
支
援
カ
ン
パ
の
取
り
組
み
、

安
全
問
題
、
平
和
を
守
る
た
た
か
い
、
組
織
問

題
、
そ
し
て
２
０
２
４
Ｊ
Ｒ
総
連
春
闘
に
つ
い

て
、
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
・
Ｊ
Ｒ
貨
物
労
組
か

ら
春
闘
の
取
り
組
み
報
告
を
お
こ
な
い
、
東
北

地
協
は
２４
春
闘
を
「
連
帯
・
共
闘
」
で
た
た
か

い
抜
き
、
組
織
強
化
・
拡
大
を
実
現
さ
せ
よ
う

と
意
思
統
一

を
は
か
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
、

佐
々
木
議
長

の
「
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
！
」

で
春
闘
学
習

会
を
終
了

し
、
そ
の
後

の
懇
親
会
で

は
、
活
発
に

意
見
交
換
が

さ
れ
懇
親
を

さ
ら
に
深
め

ま
し
た
。

東北地協「2024春闘学習会」

　

Ｊ
Ｒ
総
連
関
東

地
協
は
２
月
２１
日
、

Ｊ
Ｒ
東
労
組
東
京

地
本
会
議
室
に
お

い
て
、
昨
年
に
続

き
２
回
目
と
な
る

「
２
０
２
４
春
闘
学

習
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

冒
頭
、
椀
田
議

長
は
「
Ｊ
Ｒ
東
労

組
大
宮
地
本
に
お

い
て
、
休
日
出
勤

の
対
応
を
巡
る
不

当
処
分
・
不
当
転

勤
が
発
生
し
て
い

る
。
現
在
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
会
社
で
は
、

多
く
の
職
場
で
パ

ワ
ハ
ラ
や
不
当
労

働
行
為
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
東
労

組
は
組
合
員
に
寄
り
添
い
共
に
た
た
か
っ
て
い

く
」
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
総
連
・
山

口
委
員
長
か
ら
は
、
２
０
２
４
Ｊ
Ｒ
総
連
春
闘

と
取
り
巻
く
情
勢
、
Ｊ
Ｒ
東
海
労
新
幹
線
関
西

地
本
や
Ｊ
Ｓ
労
結
成
を
巡
る
組
織
問
題
に
つ
い

て
、
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

組
織
問
題
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
総
連
近
畿
地

協
第
３５
回
定
期
大
会
に
お
け
る
混
乱
や
津
崎
議

長
に
対
す
る
誹
謗
中
傷
等
も
お
こ
な
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

最
後
に
、
集
会
参
加
者
全
体
で
作
成
し
た
、

Ｊ
Ｒ
東
労
大
宮
地
本
の
不
当
処
分
を
受
け
た
組

合
員
、
Ｊ
Ｒ
総
連
近
畿
地
協
に
対
す
る
檄
布
を
、

Ｊ
Ｒ
東
労
組
大
宮
地
本
、
Ｊ
Ｒ
総
連
へ
そ
れ
ぞ

れ
手
渡
し
ま
し
た
。

関東地協「2024春闘学習会」
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３
月
５
日
、
富
山
県
民
会
館
に
て
「
Ｊ
Ｒ
総

連
北
陸
地
協
２
０
２
４
春
闘
総
決
起
集
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

北
陸
地
協
と
し
て
の
春
闘
総
決
起
集
会
は
、

７
年
振
り
の
開
催
と
な
り
、
各
県
協
か
ら
２１
名

の
仲
間
が
結
集
し
ま
し
た
。
来
賓
に
Ｊ
Ｒ
総
連

よ
り
山
口
委
員
長
を
迎
え
、
春
闘
の
情
勢
や
組

織
問
題
等
に
つ
い
て
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
春
闘
の
原
則
で
あ
る
「
統
一
要

求
・
統
一
闘
争
」
に
拘
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場

か
ら
闘
い
を
創
り
出
し
「
ベ
ア
１
２
，０
０
０

円
満
額
獲
得
」
と
諸
要
求
実
現
に
向
け
て
、
参

加
者
全
員
で
意
思
統
一
を
図
り
ま
し
た
。

　

決
意
表
明
で
は
、
各
県
協
の
取
り
組
み
報
告

や
春
闘
勝
利
に
む
け
て
の
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
石
川
県
協
・
西
労
金
沢
分
会
の
参

加
者
か
ら
は
、
①
能
登
半
島
地
震
被
災
組
合
員

の
現
状
、
②
３
セ
ク
会
社
出
向
に
に
つ
い
て
、

③
ク
レ
ペ
リ
ン

検
査
で
不
適
と

な
っ
た
乗
務
員

の
乗
務
復
帰
に

つ
い
て
等
、
こ

の
間
の
た
た
か

い
の
報
告
を
頂

き
ま
し
た
。

　

集
会
終
了
後

は
懇
親
会
を
開

催
し
、
大
い
に

飲
み
語
り
合
い

各
県
協
の
仲
間

と
の
親
睦
を
深

め
ま
し
た
。

北陸地協「2024春闘総決起集会」

　

３
月
１
日
、
名

古
屋
市
金
山
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ

「
れ
あ
ろ
」
に
お
い

て
、
２
０
２
４
春

闘
討
論
集
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
当

日
は
Ｊ
Ｒ
総
連
か

ら
山
口
委
員
長
を

来
賓
に
お
招
き
し
、

２８
名
の
参
加
者
と
２
０
２
４
Ｊ
Ｒ
総
連
春
闘

の
方
針
と
情
勢
に
つ
い
て
意
思
統
一
を
図
り
ま

し
た
。
行
山
議
長
は
「
Ｊ
Ｒ
総
連
春
闘
と
し
て
、

労
働
者
ら
し
く
、『
連
帯
・
共
闘
』
し
て
た
た

か
い
抜
こ
う
！
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
山
口
委

員
長
か
ら
、
能
登
半
島
地
震
の
緊
急
支
援
カ
ン

パ
の
取
組
み
報
告
、
各
単
組
の
春
闘
状
況
、
組

織
課
題
に
つ
い
て
、
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
連
帯
し
て
い
く
闘
い
の
報
告
に
つ
い

て
、
Ｊ
Ｒ
東
海
労
静
岡
地
本
か
ら
「
袴
田
巌

さ
ん
の
早
期
完
全
無
罪
を
勝
ち
取
る
闘
い
」
と
、

Ｊ
Ｒ
東
労
組
大
宮
地
本
宇
都
宮
運
輸
区
分
会
か

ら
「
宇
都
宮
運
輸
区
に
お
け
る
懲
罰
的
日
勤
と

人
間
破
壊
を
許
さ
な
い
闘
い
」
の
報
告
を
受
け

ま
し
た
。
冤
罪
と
会
社
権
力
に
抗
す
る
闘
い
を

連
帯
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
Ｊ
Ｒ
総
連
の
方
針
に
基
づ
き
春

闘
の
闘
い
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
や
、
組
織
拡

大
の
取
組
み
、
Ｊ
Ｓ
労
に
つ
い
て
、
青
年
部
の

取
組
み
な
ど
に
つ
い
て
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
と
め
と
し
て
、
寺
西
事
務
局
長
が
、
９
・
１３

見
解
を
読
み
合
わ
せ
て
、「
連
帯
・
共
闘
」
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
、
最
後
に
行
山
議
長
の

「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
！
」
で
締
め
く
く
り
ま
し

た
。
集
会
後
の
懇
親
会
に
も
多
く
の
参
加
者
で

親
睦
を
図
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

東海地協「2024春闘討論集会」

　

３
月
３
日
、
Ｊ
Ｒ
総
連
九
州
地
協
は
北
九
州

市
立
商
工
貿
易
会
館
に
お
い
て
「
２
０
２
４
Ｊ

Ｒ
総
連
九
州
地
協
春
闘
決
起
集
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

平
井
議
長
は
挨
拶
で
、
２
０
２
３
春
闘
で
か

ち
取
っ
た
成
果
を
確
認
し
、
Ｊ
Ｒ
総
連
の
旗

の
下
、「
統
一
要
求
・
統
一
闘
争
」
で
職
場
か

ら
の
た
た
か
い
を
作
り
出
し
、「
連
帯
・
共
闘
」

を
基
軸
に
、
２
０
２
４
Ｊ
Ｒ
総
連
春
闘
勝
利
に

む
け
た
た
か
お
う
。

　

Ｊ
Ｒ
各
社
に
お
い
て
要
員
不
足
が
深
刻
と

な
っ
て
い
る
。
低
す
ぎ
る
賃
金
水
準
が
原
因
の

一
つ
で
あ
る
。
要
員
不
足
は
技
術
継
承
や
教
育

に
も
影
響
す
る
。
春
闘
は
賃
金
闘
争
の
み
で
な

く
安
全
問
題
も
直
結
す
る
重
要
な
た
た
か
い
で

あ
る
。

　

ま
た
安
全
問
題
や
東
海
労
で
発
生
し
て
い
る

組
織
問
題
に
つ
い
て
も
触
れ
、
安
全
最
優
先
の

職
場
風
土
つ
く
り
と
、
規
約
・
規
則
を
遵
守
し

た
組
織
運
営
を
行
う
こ
と
を
確
認
し
、
九
州
地

協
と
し
て
、
近
畿
地
協
を
支
え
る
取
り
組
み
を

行
う
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
来
賓
の
熊
谷
書
記
長
よ
り
ご
挨
拶

を
頂
き
、
続
い
て
各
単
組
か
ら
力
強
い
決
意
表

明
が
さ
れ
、
高
牟
禮
事
務
局
長
が
ま
と
め
を
行

い
、
最
後
に
平
井
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

集
会
を
終
了
し
、

九
州
地
協
に
結

集
す
る
全
て
の

単
組
が
Ｊ
Ｒ
総

連
の
旗
の
下
闘

う
意
思
統
一
を

図
り
ま
し
た
。

九州地協「2024春闘決起集会」
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２
月
２８
日
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
労
連
「
２
０
２
４
春

闘
総
決
起
集
会
」
が
目
黒
さ
つ
き
ビ
ル
会
議
室

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
労
連
青
年
部
連
絡
会
・
池

尻
幹
事
長
の
リ
ー
ド
で
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を

お
こ
な
い
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
労
連
・
髙
木
委
員
長
は

「
２３
春
闘
で
は
多
く
の
単
組
が
ベ
ア
を
獲
得
し
、

諸
要
求
の
改
善
を
か
ち
取
っ
た
。
今
２４
春
闘
で

も
、
Ｊ
Ｒ
総
連
・
Ｊ
Ｒ
貨
物
労
連
の
『
連
帯
・

共
闘
』
の
強
化
を
図
り
、
す
べ
て
の
単
組
の
ベ

ア
満
額
獲
得
に
む
け
て
た
た
か
お
う
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
労
連
の
各
単
組
の
代
表

者
か
ら
の
力
強
い
決
意
表
明
が
さ
れ
、
集
会

ア
ピ
ー
ル
を
確
認
。
そ
の
後
、
辻
井
事
務
局
長

は
ま
と
め
で
「
組
合
員
の
生
活
を
守
る
た
め
に
、

ベ
ア
満
額
獲
得
が
必
要
で
あ
る
。
我
々
の
力
は

団
結
の
質
で
あ
る
。
共
に
２
０
２
４
Ｊ
Ｒ
総
連

春
闘
勝
利
に
む
け
て
、
職
場
か
ら
た
た
か
い
抜

こ
う
」
と
訴

え
、
最
後
に

髙
木
委
員
長

の
「
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
！
」

を
お
こ
な
い
、

Ｊ
Ｒ
貨
物
労

連
は
職
場
か

ら
連
帯
・
共

闘
を
つ
く
り

出
し
た
た
か

い
抜
く
意
思

統
一
が
図
ら

れ
ま
し
た
。

JR貨物労連「2024春闘総決起集会」

　JR総連「能登半島地震支援カンパ」は、総額8,161,289円を集約いたしました。支援カンパへ
ご協力いただき、大変ありがとうございました！
　この支援カンパの取り組みには、各単組・労連、OB会のほか、鉄道福祉事業協会、埼玉9条連、
やじんき法律事務所のみなさまにもご協力をいただきました。なお、支援カンパについては、該当
する単組を通じて、被災された組合員へ直接お渡しさせていただきます。

「8,161,289円」「8,161,289円」を集約を集約！！

「能登半島地震支援カンパ」報告


